



て、 1 年間を 4 つの学期に分けるクォーター制を取り入れる大学が増えて
きている。しかし、クォーター制の導入に関しては、現在でも、様々な課
題や問題点が議論されている2） 3） 8） 9） 11） 16）。
　本学では、長年に渡り 2 学期制を実施してきたが、クォーター制を取り
入れるかどうか、検討してきた。そして、2013年度より、クォーター制に
加え、本学独自の特色を取り入れた、 5 学期制（以降、 5 ステージ制と表
記する）のカリキュラムに変更した。
　 5 ステージ制は、短期集中型のカリキュラムであり、ステージごとに科








































年度 男⼦（⼈） ⼥⼦（⼈） 合計（⼈） 
2008 64 37 101 
2009 69 37 106 
2010 65 52 117 
2011 66 50 116 
2012 69 49 118 











年　　度 男子（人） 女子（人） 合計（人）
2008 64 37 101
2009 69 37 106
2010 65 52 117
2011 66 50 116
2012 69 49 118
合　　計 333 225 558
表 2　 5ステージ制の年度別受講生
年　　度 男子（人） 女子（人） 合計（人）
2015 64 38 102
2016 67 40 107
2017 72 41 113
2018 76 43 119
2019 75 46 121




　 5 ステージ制は、 5 つのステージで構成され、各ステージは 6 回の授業
回数であり、初回授業のガイダンスを除き、29回分のデータを採用した。
























1 ） 2 学期制と 5ステージ制の身体状況の比較
　表 3 、および表 4 は、 2 学期制と 5 ステージ制の各項目における 5 段階
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運 動 意 欲
（点±SD）
男子 3．54±0．92 3．63±1．1 3．40±1．33 3．61±1．01 4．11±0．92
女子 3．64±0．92 3．61±0．93 3．61±0．98 3．48±0．92 3．94±0．94










運 動 意 欲
（点±SD）
男子 3．36±0．97 3．39±1．15 3．31±1．27 3．09±1．07 3．62±1．14
女子 3．49±0．96 3．50±1．01 3．66±1．07 3．18±1．06 3．55±1．03
平均 3．42±0．97 3．44±1．08 3．48±1．14 3．13±1．07 3．58±1．08
表 5　 2学期制を基準とした時のと 5ステージ制との比較
睡眠の充足度 朝 の 食 欲 食 事 量 現在の体調 運 動 意 欲
男子 −0．18 −0．24 −0．09 −0．52 −0．49
女子 −0．15 −0．11 +0．05 −0．30 −0．39
平均 ＊＊−0．17 ＊＊−0．18 −0．02 ＊＊＊−0．41 ＊＊＊−0．44
＊＊：P<0．01　＊＊＊：P<0．001
　「現在の体調」と「運動意欲」は、 2 学期制が3．54±0．96、4．02±0．93











　 5 ステージ制では、 2 コマ連続、場合によっては 4 コマ連続の授業が実
施される科目もあり、学生の評価も、肯定的意見と否定的意見に分かれる。
表 6 に、 5 ステージ制に対する、本学学生アンケートを示す。
　本学の 5 ステージ制とクォーター制を同一視して考えることはできない
が、 2 学期制からクォーター制に変更した大学では、学生が抱える様々な





























2 ） 2 学期制と 5ステージ制の睡眠時間の比較
　表 7 は、2 学期制と 5 ステージ制の睡眠時間の結果を示したものであり、
表 8 は 2 学期制を基準としたときの、 5 ステージ制との睡眠時間の差を示
したものである。男女の平均値は、2 学期制が5．99±1．58であったのに対し、
5 ステージ制は5．33±1．46であり、0．66低い数値を示した。 5 ステージ制
の学生の睡眠時間は、時間に換算すると40分程度短いという結果となった。
　表 8 より、 2 学期制と 5 ステージ制の比較では、男女ともに 1 ％水準で
有意な差が認められた。
表 7　 2学期制と 5ステージ制の睡眠時間


































（ 1 ）　 5 ステージ制では、2 学期制と比較した場合、睡眠の充足度、食欲、
体調、運動意欲など、生活習慣に関わる指標が有意に低い数値であった。
（ 2 ）　 5 ステージ制の授業評価アンケートから、授業スピードの速さや、
多忙によるストレスの影響が大きいことが示唆された。
（ 3 ）　 5 ステージ制では、 2 学期制と比較した場合、睡眠時間が40分程度
短く、睡眠時間が、身体状況の指標と密接な関係にあることが示唆された。
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